　老圃堂　　　　　　　　薛 (せつ)　能 (のう)
邵平瓜地接吾廬　　
穀雨乾時偶自鋤　　
昨日春風欺不在　　
就床吹落讀殘書　　

邵 (しょう)平 (へい)の瓜地 (かち)　吾 (わ)が廬 (ろ)に接 (せっ)し
穀雨 (こくう)乾 (かわ)く時 (とき)偶 (たまたま)自 (みずか)ら鋤 (す)く
昨日 (さくじつ)　春風 (しゅんぷう)　不在 (ふざい)を欺 (あなど)り
床 (しょう)に就 (つ)いて吹 (ふ)き落 (お)とす読残 (どくざん)の書 (しょ)

邵平の瓜畑は、わたしの庵のすぐ隣にあり、
谷雨の頃、雨が上がって地面が乾いたので、ふと鍬を手に草を除いた。
昨日は、春風がわたしの留守をいいことに、
寝床のそばに置いていた読みかけの書物を吹き落としてしまった。
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